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ラ
で
あ
る
プ
ラ
ン
ト
を
、
工
学
技

術
を
結
集
し
て
世
界
中
で
形
に

し
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
。
そ

れ
こ
そ
が
、
当
社
が
世
界
で
果
た

し
続
け
て
い
る
真
の
役
割
な
の
で

す
」
（
細
井
栄
治
社
長
）

　

何
も
な
い
土
地
に
、
顧
客
が
構

想
す
る
巨
大
な
プ
ラ
ン
ト
（
工

場
）
を
作
り
上
げ
る
。
そ
れ
が
、

東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
事
業

の
核
「
Ｅ
Ｐ
Ｃ
」
だ
。
三
文
字

は
、
「
Ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ

ｇ
（
設
計
）
」
、
「
Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ

い
が
留
保
さ
れ
、
同
社
は
25
年
に

仲
裁
を
申
し
立
て
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
で
は
長
年
、
業
績
の
振
れ

幅
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
直
近

の
売
上
高
の
変
動
は
、
２
０
２
９

億
円
（
22
年
３
月
期
）
、
１
９
２

９
億
円
（
23
年
３
月
期
）
、
２
６

０
８
億
円
（
24
年
３
月
期
）
、
２

７
８
０
億
円
（
25
年
３
月
期
）
。

営
業
利
益
は
29
億
円
（
22
年
３
月

期
）
、
47
億
円
（
23
年
３
月
期
）
、

67
億
円
（
24
年
３
月
期
）
、
25
億

円
（
25
年
３
月
期
）
だ
。

ｕ
ｒ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
（
調
達
）
」
、

「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

（
工
事
）
」
を
指
す
。

　

同
社
は
１
９
６
１
年
に
、
三
井

化
学
の
前
身
で
あ
る
東
洋
高
圧
工

業
の
工
務
部
門
が
独
立
し
て
発

足
。
以
来
、
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
専
業
三
社
」
（
大
型
プ
ラ
ン
ト

の
Ｅ
Ｐ
Ｃ
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
手
掛

け
る
日
本
企
業
３
社
）
の
一
角
と

し
て
、
世
界
60
カ
国
以
上
で
３
０

０
０
件
以
上
、
石
油
化
学
・
肥

料
・
発
電
所
な
ど
の
プ
ラ
ン
ト
を

形
に
し
て
き
た
。 

「
我
々
の
よ
う
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
会
社
は
、
土
木
、
建
築
、
電

気
、
電
子
、
機
械
、
化
学
、
全
て

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
集
ま
っ
た
集
団

で
す
。
工
学
技
術
の
全
て
の
要
素

を
入
れ
な
い
と
、
プ
ラ
ン
ト
は
で

き
な
い
の
で
す
」
（
同
氏
）

　

祖
業
で
あ
る
肥
料
プ
ラ
ン
ト
で

は
独
自
の
尿
素
合
成
技
術
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｓ
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を
武
器
に
世
界
有
数
の
実

績
を
持
ち
、
同
分
野
で
の
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
績
は
１
０
０
件
を

超
え
る
。
石
油
精
製
・
石
油
化
学

プ
ラ
ン
ト
で
は
エ
チ
レ
ン
や
ア
ン

モ
ニ
ア
な
ど
の
分
野
で
業
界
随
一

の
経
験
を
積
ん
で
き
た
。

　

近
年
は
さ
ら
に
、
海
底
油
田
か

ら
原
油
を
生
産
す
る
洋
上
プ
ラ
ン

ト
「
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
（
浮
体
式
生
産
貯

蔵
積
出
設
備
）
」
、
ガ
ス
火
力
や

バ
イ
オ
マ
ス
と
い
っ
た
発
電
分

野
、
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
や
バ
イ

オ
医
薬
プ
ラ
ン
ト
へ
と
領
域
を
広

げ
て
い
る
。

　

売
上
高
の
約
８
割
を
海
外
比
率

が
占
め
る
な
ど
、
海
外
展
開
の
厚

み
も
同
社
の
特
徴
だ
。
現
地
グ
ル

ー
プ
会
社
が
イ
ン
ド
、
韓
国
、
中

「
国
際
情
勢
の
緊
迫
で
『
ナ
フ

サ
』
が
話
題
と
な
り
、
日
常
や
産

業
を
支
え
る
基
礎
原
料
の
重
要
性

を
再
認
識
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
社
の
プ

ラ
ン
ト
事
業
も
本
質
は
同
じ
で

す
。
普
段
の
生
活
で
意
識
さ
れ
る

こ
と
は
少
な
く
て
も
、
地
政
学
リ

ス
ク
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
分

断
さ
れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
食
料

や
素
材
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
支
え
る

社
会
基
盤
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
暮

ら
し
の
土
台
と
な
る
巨
大
イ
ン
フ

見
送
ら
れ
た
。
一
方
で
受
注
残
高

は
５
０
０
０
億
円
を
超
え
る
水
準

を
維
持
し
て
お
り
、
事
業
基
盤
そ

の
も
の
が
揺
ら
い
で
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
27
年
３
月
期
は
売
上
高

１
９
０
０
億
円
、
営
業
利
益
は
30

億
円
（
純
利
益
60
億
円
）
と
黒
字

転
換
を
見
込
む
。

　

前
期
の
損
失
の
要
因
と
な
っ
た

の
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ガ
ス
火
力
発

電
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
工
事

終
盤
で
の
コ
ス
ト
増
加
に
加
え
、

取
引
先
の
財
務
状
況
が
想
定
を
超

え
て
悪
化
し
た
こ
と
が
大
き
な
要

因
と
な
り
、
追
加
費
用
の
負
担
や

工
期
見
直
し
を
め
ぐ
る
協
議
が
難

航
。
顧
客
か
ら
契
約
対
価
の
支
払

▲ナイジェリア肥料プラント

▲ビジネスモデルのイメージ（同社資料を転載）

国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
、
世
界
各
地

に
根
を
張
っ
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ

で
約
５
６
０
０
名
の
従
業
員
を
抱

え
て
い
る
。

　

中
で
も
50
年
の
歴
史
を
持
ち
、

２
２
０
０
名
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
在

籍
す
る
イ
ン
ド
拠
点
は
、
グ
ル
ー

プ
最
大
の
収
益
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
創

出
拠
点
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
中
核
拠

点
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
６
年
３
月
期
の
業
績
は
、

売
上
高
が
前
期
比
34
・
２
％
減
の

１
８
２
９
億
円
、
営
業
損
失
は
１

９
０
億
円
と
な
り
、
期
末
配
当
は

東洋エンジニアリング
［6330/プライム］

プラントエンジニアリング　業界トップ３の１社

Profile◉ほそい・えいじ
1959年生まれ、北海道出
身。82年北大工卒、東洋エ
ンジニアリング入社。2015
年執行役員、インドネシア
現地法人社長、18年常務
執行役員、19年プラント事
業本部長兼プロジェクト本
部長、20年専務執行役員、
プラントソリューション事
業本部長、23年6月代表取
締役、取締役社長、CEO就
任(現任)。

細
井 

栄
治
社
長

東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
、
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
。
プ
ラ
ン

ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
大
手
と
し
て
、
世
界
各
地
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
手
掛
け
て
き
た
同
社
が
今
目
指
す
の
は
、
顧
客
と
構
想
段
階
か
ら
仕
様

設
計
や
リ
ス
ク
、
コ
ス
ト
の
最
適
化
を
重
ね
る
「
共
創
型
モ
デ
ル
」
へ
の

進
化
だ
。
初
期
段
階
で
不
確
実
性
を
極
限
ま
で
抑
制
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
成
功
へ
導
く
こ
と
で
、
顧
客
へ
の
提
供
価
値
の
最
大
化
と
、
自
社
の
収

益
性
向
上
を
同
時
に
実
現
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
長
年
培
っ
て
き
た
技
術

や
知
見
を
活
か
し
、
新
た
な
成
長
分
野
の
開
拓
に
も
乗
り
出
す
。
細
井
栄

治
社
長
が
描
く
、
東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
次
の
成
長
戦
略
に
迫
っ
た
。

巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
成
功
」
を
と
も
に
つ
く
る

顧
客
と
の
共
創
が
生
む
、
持
続
的
な
利
益
成
長

TOYOの事業の全体像

知財/ライセンス事業

事業企画・事業性検討

事業投資・事業運営

PMC、
オーナーズ
エンジニアリング

EPsCm

成功報酬/
サブスクリプション型

共創エンジニアリング

Engineering
設計

Procurement
調達

Construction
工事

環境にやさしい産業プラント/インフラ設備
技術/英知を結集した高効率プラント

安全・品質・納期・コストを適切にマネジメント
して、E＝設計・P＝調達・C＝工事を行い、プラン
トを建設します。

EPCビジネスの知見に基づいた、
お客様や社会の課題解決サービス

EPCビジネスの知見に基づき、ライセンス
提供や技術・ビジネスコンサルティングを
行います。

EPCとは？
多種多様なプラントの設計・調

達・工事を一括請負で実施。要素

技術を統合して設計する「エン

ジニアリング技術力」、安全・品

質・納期・コストを守りプラントを

完成させる「プロジェクトマネジ

メント力」、世界中でプロジェクト

を実行する「グローバル対応力」

が、成功の鍵になります。

EPCビジネスで培った知見・経験と利益を
新規事業領域と非EPCビジネスへ適用・投資して事業を拡大するとともに、
そこで新しく得られた知見・事業機会をEPCに還元する二重螺旋で、

TOYOの持続的成長を実現します。

EPC
ビジネス

非EPC
ビジネス

ボラティリティが低く利益率が高い
多種多様なビジネスモデル

高度なプロジェクトマネジメントにより、
EPCやEPを一括請負で実施

O1 

O2

O3

O4

O5

O6

O7

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
専
業
三
社
の
一
角

60
カ
国
で
３
０
０
０
件
の
プ
ラ
ン
ト
建
設
実
績

業
績
変
動
の
抑
制
へ
、
受
注
方
針
を
転
換

細
井
社
長
就
任
後
は
採
算
性
を
最
優
先
に

肥
料
・
石
油
化
学
・
発
電
所

近
年
は
洋
上
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
で
実
績
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振
れ
幅
の
背
景
に
は
、
プ
ラ
ン

ト
建
設
市
場
そ
の
も
の
の
構
造
変

化
が
あ
る
。
業
界
で
は
、
60
〜
80

年
代
の
日
本
企
業
間
の
競
争
に
始

ま
り
、
90
年
代
以
降
は
韓
国
、
２

０
１
０
年
代
以
降
は
中
国
、
近
年

は
イ
ン
ド
企
業
が
相
次
い
で
参
入

し
、
受
注
価
格
の
下
押
し
圧
力
が

強
ま
っ
て
き
た
。
並
行
し
て
、
プ

ラ
ン
ト
一
件
あ
た
り
の
規
模
は
巨

大
化
し
、
工
期
も
長
期
化
。
も
は

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ス
ク
は
一

社
の
許
容
限
度
を
遥
か
に
超
え
つ

つ
あ
る
、
と
い
う
の
が
業
界
の
共

通
認
識
で
あ
る
。

　

ま
た
細
井
社
長
の
認
識
で
は
、

同
社
が
過
去
に
損
失
を
出
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
約
７
割
は
、
内
在

す
る
リ
ス
ク
を
過
小
評
価
す
る
な

ど
、
受
注
前
の
検
討
が
不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
い
う
。

契
約
条
件
に
つ
い
て
も
、
昔
は
業

界
全
体
が
大
ら
か
で
、
工
事
途
中

で
の
コ
ス
ト
増
加
に
つ
い
て
も

「
最
後
は
皆
で
折
り
合
い
を
つ
け

る
」
空
気
が
あ
っ
た
が
、
今
や
時

代
は
変
わ
っ
た
。

　

細
井
氏
が
社
長
に
就
任
し
た
の

は
、
23
年
。
か
ね
て
よ
り
前
述
の

課
題
を
認
識
し
て
い
た
同
氏
は
、

就
任
後
に
受
注
方
針
を
転
換
し
た
。

「
社
長
就
任
以
降
、
『
目
先
の
安

値
受
注
は
絶
対
に
し
な
い
』
と
コ

ミ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。
景
気
が
悪

い
時
に
無
理
な
受
注
を
す
れ
ば
、

将
来
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
苦
し

む
こ
と
に
な
る
。
『
こ
の
案
件
を

取
れ
な
い
と
困
る
』
な
ど
の
諸
々

の
事
情
が
あ
っ
て
も
、
契
約
条
件

や
リ
ス
ク
の
要
件
を
満
た
さ
な
い

も
の
は
ダ
メ
だ
と
、
明
確
に
釘
を

さ
し
て
い
ま
す
。
23
年
度
以
降
に

受
注
し
た
案
件
で
は
、
契
約
の
甘

さ
が
原
因
で
収
益
が
悪
化
し
た
ケ

ー
ス
は
一
件
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
」
（
同
氏
）

　

新
た
な
受
注
方
針
を
制
度
と
し

て
支
え
る
の
が
、
25
年
１
月
に
新

設
さ
れ
た
社
長
直
轄
の
独
立
組
織

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
本
部
」
で

あ
る
。

　

本
社
に
加
え
国
内
外
グ
ル
ー
プ

会
社
を
対
象
に
、
受
注
前
か
ら

「
不
利
な
契
約
条
件
」
や
「
人
員

配
置
に
無
理
が
な
い
か
」
を
専
門

部
隊
が
厳
格
に
審
査
。
受
注
後
も

多
面
的
な
指
標
を
も
と
に
週
次
で

状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
損
失

兆
候
を
察
知
す
る
と
支
援
チ
ー
ム

が
即
座
に
現
場
へ
駆
け
つ
け
、
重

大
リ
ス
ク
の
早
期
是
正
を
行
う
体

制
を
敷
い
た
。

　

前
期
に
損
失
を
計
上
し
た
ブ
ラ

ジ
ル
の
案
件
は
、
22
年
度
以
前
の

受
注
案
件
で
あ
り
、
23
年
度
以
降

に
受
注
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
収

益
が
悪
化
し
た
例
は
、
現
時
点
で

確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

し
っ
か
り
設
計
し
て
、
調
達
や
工

事
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
細
か
く
見

積
も
り
、
発
生
す
る
か
も
し
れ
な

い
リ
ス
ク
を
精
緻
に
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
お
客
様

の
予
算
内
に
収
め
る
た
め
に
『
こ

こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
削
り
ま
し
ょ

う
』
『
こ
の
ベ
ン
ダ
ー
を
使
い
ま

し
ょ
う
』
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ス
ト
抑
制
の
提
案
を
重
ね
て
い

　

リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
持
続
的
な

成
長
軌
道
を
描
く
た
め
、
同
社
が

打
ち
出
し
た
中
核
施
策
が
、
新
た

な
事
業
モ
デ
ル
で
あ
る
「
共
創
型

Ｅ
Ｐ
Ｃ
」
へ
の
転
換
だ
。
こ
れ

は
、
同
社
が
従
来
の
「
Ｅ
Ｐ
Ｃ
業

者
」
か
ら
「
知
見
を
提
供
す
る
共

創
パ
ー
ト
ナ
ー
」
へ
と
変
化
し
て

い
く
象
徴
で
も
あ
る
。

「
計
画
段
階
か
ら
数
量
や
仕
様
を

く
。
そ
う
し
て
事
前
に
不
確
実
性

を
徹
底
的
に
排
除
し
て
い
く
こ
と

で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ス
ク

を
大
幅
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」
（
同
氏
）

　

こ
の
新
方
式
は
、
顧
客
と
東
洋

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
双
方
に
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
。
顧

客
側
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
「
計
画
の
振
れ
」
を
事
前

に
潰
せ
る
点
に
あ
る
。
初
期
段
階

か
ら
東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が

入
る
こ
と
で
、
い
く
ら
資
金
が
か

か
り
、
ど
ん
な
リ
ス
ク
が
あ
る
か

が
可
視
化
さ
れ
る
た
め
、
後
か
ら

の
予
算
超
過
や
工
期
の
ズ
レ
を
最

大
限
抑
制
で
き
る
。

　

一
方
、
東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
側
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
自
社
が
持

つ
知
見
に
対
し
て
、
適
切
な
利
益

を
最
初
か
ら
確
保
し
て
受
注
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
。
何
よ

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
に
巨

額
の
赤
字
を
出
す
と
い
う
リ
ス
ク

を
回
避
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
近
年
の
よ
う
に
案
件
が
巨
大

化
・
長
期
化
し
、
万
が
一
に
も
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
頓
挫
し
て
し
ま
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

我
々
を
越
え
て
お
客
様
自
身
の
甚

大
な
リ
ス
ク
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
初
期
段
階
か

ら
徹
底
的
に
話
し
合
い
、
『
こ
れ

な
ら
最
終
投
資
決
定
で
き
る
』
と

一
緒
に
納
得
し
て
門
を
く
ぐ
る
。

こ
れ
が
当
社
の
進
め
る
『
共
創
型

Ｅ
Ｐ
Ｃ
』
で
す
。
今
は
も
う
基
本

的
に
は
競
争
入
札
に
は
出
ず
に
、

選
別
受
注
を
徹
底
し
て
い
ま
す
の

で
、
受
注
案
件
の
採
算
性
は
相
当

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

歴
史
で
は
受
注
高
ば
か
り
が
注
目

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
私
が
強
く

主
張
し
て
い
る
の
は
『
受
注
利

益
』
の
質
。
受
注
利
益
目
標
達
成

の
徹
底
が
、
収
益
構
造
を
根
本
か

ら
変
え
る
の
で
す
」
（
同
氏
） 

　

共
創
型
Ｅ
Ｐ
Ｃ
の
有
効
性
を
証

明
し
て
い
る
の
が
、
海
洋
石
油
・

ガ
ス
生
産
設
備
で
あ
る
「
Ｆ
Ｐ
Ｓ

Ｏ
」
事
業
だ
。
案
件
総
額
が
１
基

あ
た
り
３
０
０
０
億
円
〜
４
０
０

０
億
円
に
達
す
る
巨
大
案
件
だ

が
、
顧
客
・
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

欧
米
の
オ
イ
ル
メ
ジ
ャ
ー
と
基
本

設
計
の
段
階
か
ら
一
緒
に
コ
ス
ト

や
リ
ス
ク
を
精
査
し
て
進
め
る
た

め
、
受
注
後
の
想
定
外
の
採
算
悪

化
が
発
生
し
づ
ら
い
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
が
安
定
し

た
利
益
を
生
み
出
せ
る
理
由
は
、

陸
上
建
設
特
有
の
現
地
リ
ス
ク
を

抑
制
で
き
る
点
に
あ
る
。
プ
ラ
ン

ト
を
陸
の
上
に
建
て
る
場
合
、
労

務
・
施
工
条
件
な
ど
の
現
地
で
発

生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ

り
、
想
定
外
の
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト

が
発
生
し
得
る
。
一
方
で
Ｆ
Ｐ
Ｓ

Ｏ
は
、
管
理
さ
れ
た
モ
ジ
ュ
ー
ル

ヤ
ー
ド
で
製
作
し
た
各
設
備
を
、

船
体
に
搭
載
し
統
合
し
て
か
ら
出

荷
す
る
形
式
を
と
る
た
め
、
陸
上

建
設
と
比
べ
て
リ
ス
ク
は
相
当
軽

減
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
近
年
で
は
先
端
素
材
分
野

に
お
い
て
も
共
創
型
Ｅ
Ｐ
Ｃ
の
有

効
性
を
実
証
し
て
い
る
。
同
社
で

は
脱
炭
素
、
バ
イ
オ
医
薬
、
肥

料
、
次
世
代
型
地
熱
と
い
っ
た
成

長
分
野
に
も
共
創
型
モ
デ
ル
を
拡

大
し
て
い
く
方
針
だ
。

　

同
社
の
さ
ら
な
る
収
益
安
定
化

策
に
、
国
内
を
中
心
と
し
た
中
小

規
模
案
件
の
戦
略
的
な
積
み
上
げ

が
あ
る
。
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
や

バ
イ
オ
医
薬
と
い
っ
た
高
付
加
価

値
領
域
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
件

あ
た
り
の
受
注
金
額
は
同
社
に
と

っ
て
比
較
的
小
規
模
な
案
件
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
。 

「
１
０
０
０
億
円
を
超
え
る
巨
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
注
で
き
る
か

否
か
で
業
績
が
大
き
く
左
右
さ
れ

る
状
況
が
、
経
営
の
振
れ
幅
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
中
小
規
模

の
優
良
案
件
を
確
実
に
実
施
し
、

着
実
に
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

で
、
経
営
の
安
定
感
は
高
ま
り
ま

す
。
数
を
こ
な
し
、
知
見
を
社

内
に
蓄
積
し
て
い
く
意
味
で
も
、

こ
の
領
域
は
非
常
に
重
要
で
す
」

（
同
氏
）

　

ま
た
同
社
で
は
Ｅ
Ｐ
Ｃ
で
培
っ

た
高
度
な
技
術
や
人
財
を
、
Ｏ
＆

Ｍ
（
運
転
・
保
守
）
を
は
じ
め
と

す
る
長
期
サ
イ
ク
ル
の
「
ス
ト
ッ

ク
型
ビ
ジ
ネ
ス
」
へ
と
振
り
向
け

る
戦
略
を
掲
げ
て
い
る
。

　

受
注
ベ
ー
ス
の
「
フ
ロ
ー
型
」

と
継
続
課
金
や
長
期
契
約
ベ
ー
ス

の
「
ス
ト
ッ
ク
型
」
を
組
み
合
わ

せ
た
「
二
軸
収
益
モ
デ
ル
」
を
構

築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
受

注
産
業
特
有
の
業
績
変
動
を
抑

え
、
収
益
の
安
定
化
と
資
本
効
率

の
向
上
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と

を
目
指
す
た
め
だ
。

東洋エンジニアリング（6330）

契
約
審
査
を
担
う

専
門
部
隊
を
新
設

▲ブラジルFPSO

共
創
型
Ｅ
Ｐ
Ｃ
と
い
う
新
た
な
モ
デ
ル

リ
ス
ク
最
小
化
と
、
収
益
性
の
向
上
へ

Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
で
は

既
に
共
創
を
実
現

中
小
規
模
案
件
の
積
み
上
げ
で

業
績
変
動
を
抑
制

運
転
・
保
守
を
軸
に

ス
ト
ッ
ク
収
益
を
育
て
る
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「
ス
ト
ッ
ク
型
ビ
ジ
ネ
ス
全
体
で

は
30
年
ま
で
に
利
益
貢
献
度
10
％

程
度
を
見
込
ん
で
お
り
、
そ
の
中

で
も
初
期
に
注
力
し
、
着
実
な
成

果
を
期
待
で
き
る
有
望
分
野
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
る
の
が
、
Ｏ
＆

Ｍ
事
業
で
す
」
（
同
氏
）

　

Ｏ
＆
Ｍ
事
業
へ
の
注
力
を
急
ぐ

背
景
に
は
、
日
本
を
は
じ
め
と
し

た
一
部
の
国
や
地
域
で
深
刻
化
す

る
、
プ
ラ
ン
ト
の
運
転
・
保
全
人

材
の
不
足
が
あ
る
。
例
え
ば
世
界

有
数
の
天
然
ガ
ス
埋
蔵
量
を
誇
り

な
が
ら
も
人
口
が
少
な
い
国
や
、

内
戦
終
結
か
ら
時
間
が
経
っ
て
お

ら
ず
技
術
者
の
育
成
が
追
い
つ
い

て
い
な
い
国
で
は
、
産
業
基
盤
強

化
の
た
め
に
巨
大
な
プ
ラ
ン
ト
を

必
要
と
し
て
い
る
一
方
で
、
「
運

転
で
き
る
技
術
者
が
国
内
に
い
な

い
」
と
い
う
深
刻
な
課
題
を
抱
え

て
い
る
。

「
プ
ラ
ン
ト
運
転
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
は
極
め
て
高
度
な
工
学
知
見

が
必
要
で
あ
り
、
知
識
の
な
い
現

地
ス
タ
ッ
フ
が
動
か
せ
ば
、
稼
働

率
の
低
下
や
設
備
寿
命
の
短
縮
に

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
プ
ラ
ン

ト
を
建
て
る
技
術
だ
け
で
な
く
、

動
か
し
続
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
へ
の
切

実
な
需
要
が
世
界
中
に
存
在
し
て

い
る
の
で
す
」
（
同
氏
）

る
成
長
を
創
る
」
期
間
と
位
置
づ

け
て
い
る
。
社
会
基
盤
の
構
築
・

更
新
需
要
を
通
じ
て
従
来
か
ら
の

収
益
基
盤
を
更
に
強
靭
化
し
、
新

た
な
技
術
と
事
業
で
次
世
代
の
成

長
ド
ラ
イ
バ
ー
を
構
築
し
て
い
く

方
針
だ
（
上
図
参
照
）
。

「
新
中
計
で
は
、
食
料
安
全
保
障

を
支
え
る
『
肥
料
』
、
素
材
安
全

供
給
を
支
え
る
『
石
油
化
学
』
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
貢
献
す

る
『
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
』
、
新
燃
料
で
あ

る
ア
ン
モ
ニ
ア
や
水
素
と
い
っ
た

　

同
社
が
掲
げ
る
事
業
モ
デ
ル
の

転
換
は
、
40
年
を
見
据
え
た
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ　

Ｖ
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
４
０
」
か
ら
逆
算
し

た
も
の
だ
。
同
ビ
ジ
ョ
ン
で
は

「
Ｅ
Ｐ
Ｃ
の
枠
を
超
え
、
社
会
価

値
創
造
を
共
創
・
実
装
す
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
」
へ

の
変
革
を
目
指
し
て
い
る
。

　

26
年
６
月
に
発
表
さ
れ
た
新
た

な
中
期
経
営
計
画
（
２
０
２
６
─

２
０
３
０
）
で
は
、
そ
の
フ
ェ
ー

ズ
を
「
社
会
基
盤
を
支
え
、
次
な

『
Ｇ
Ｘ
』
の
４
つ
を
『
収
益
エ
ン

ジ
ン
』
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
さ
ら
な
る
成
長
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
、
フ
ァ
イ
ン
ケ

ミ
カ
ル
、
バ
イ
オ
医
薬
、
次
世
代

型
地
熱
、
重
要
鉱
物
、
Ｏ
＆
Ｍ
に

も
リ
ソ
ー
ス
を
振
り
分
け
て
い

く
。
収
益
を
き
ち
ん
と
上
げ
な
が

ら
、
同
時
に
将
来
へ
の
布
石
も
打

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
」

（
同
氏
）

　

成
長
ド
ラ
イ
バ
ー
の
１
つ
に
挙

げ
て
い
る
の
が
、
重
要
鉱
物
分
野

だ
。
同
社
は
磁
石
材
料
と
な
る
ネ

オ
ジ
ム
な
ど
重
要
鉱
物
の
分
離
・

精
製
に
か
か
わ
る
「
溶
媒
抽
出
技

術
」
を
含
む
Ｅ
Ｐ
Ｃ
に
実
績
を
持

つ
。
現
在
は
こ
れ
に
加
え
、
微
生

物
を
用
い
て
効
率
的
に
金
属
を
回

収
す
る
技
術
の
研
究
開
発
を
進
め

て
い
る
。 

　

同
社
で
は
南
鳥
島
周
辺
の
海
底

レ
ア
ア
ー
ス
資
源
開
発
へ
の
期
待

か
ら
、
昨
年
来
市
場
の
関
心
を
集

め
て
き
た
背
景
が
あ
る
が
、
「
６

０
０
０
ｍ
の
深
海
か
ら
泥
を
引
き

上
げ
、
そ
れ
を
商
業
コ
ス
ト
に
見

合
う
形
で
精
錬
す
る
ま
で
に
は
、

解
決
す
べ
き
技
術
的
・
環
境
的
課

題
が
山
ほ
ど
あ
る
」
と
細
井
社

長
は
極
め
て
慎
重
な
姿
勢
だ
。
今

後
、
国
の
方
針
が
具
体
化
し
て
い

く
中
で
、
積
極
的
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
し
つ
つ
も
、
新
中
計
に

は
早
期
の
収
益
化
は
織
り
込
ま

ず
、
中
長
期
的
な
視
点
で
事
業
基

盤
を
構
築
し
て
い
く
方
針
を
示
し

て
い
る
。

　

新
領
域
や
ス
ト
ッ
ク
型
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
出
を
具
体
的
に
加
速
す
る

た
め
、
同
社
で
は
26
年
４
月
に
大

規
模
な
組
織
改
編
を
断
行
し
た
。

「
技
術
開
発
部
門
」
と
「
事
業
開

発
部
門
」
を
統
合
し
、
「
技
術
・

事
業
開
発
本
部
」
を
新
設
し
た
の

で
あ
る
。
技
術
の
知
見
と
事
業
開

発
機
能
を
一
体
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
市
場
の
潜
在
ニ
ー
ズ
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し

た
。

　

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
の
よ
う
な
、
発
電
設
備
の

併
設
や
サ
ー
バ
ー
の
高
度
な
熱
制

御
な
ど
、
総
合
的
な
工
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
必
要
と
す
る
巨
大
イ
ン

フ
ラ
設
備
に
対
し
て
も
、
同
社
が

培
っ
て
き
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

技
術
を
活
か
し
、
構
想
段
階
か
ら

関
与
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘

め
て
い
る
。
新
本
部
は
事
業
構
想

か
ら
技
術
検
証
、
事
業
化
ま
で
の

サ
イ
ク
ル
を
徹
底
的
に
早
め
、
ス

ト
ッ
ク
型
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
牽
引

す
る
中
核
と
し
て
役
割
を
担
う
こ

と
に
な
る
。

「
我
々
の
技
術
力
の
源
泉
は
、
設

計
・
調
達
・
工
事
、
そ
の
後
の
運

用
・
保
守
ま
で
プ
ラ
ン
ト
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
全
体
を
見
て
き
た
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
お
客
様
が
プ
ラ
ン

ト
を
作
り
た
い
と
思
っ
た
時
に

『
ち
ょ
っ
と
相
談
し
て
み
よ
う
』

と
思
っ
て
も
ら
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
り
た
い
で
す
。
収
益
エ
ン
ジ

ン
と
し
た
領
域
は
こ
れ
か
ら
も
必

要
と
さ
れ
続
け
ま
す
し
、
成
長
分

野
へ
の
布
石
も
確
実
に
打
っ
て
い

る
。
ス
ト
ッ
ク
型
の
仕
事
に
も
力

を
振
り
向
け
て
会
社
を
よ
り
安
定

さ
せ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

れ
か
ら
の
当
社
に
ご
注
目
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
（
同
氏
）

売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
当期純利益

売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
当期純利益

1,829億4,100万円
△190億300万円

△113億9,800万円
△149億4,400万円

34.2%減
─
─
─ 

2026年3月期 連結業績 前期比

本社所在地

設 立
従 業 員 数

資 本 金

千葉県千葉市美浜区
中瀬1丁目1番地
幕張テクニカルセンター
1961年5月
5,672名

（グループ連結
2026年3月31日時点）
181億9,897万8,851円

株式データ 企業概要

決算期 3月

直近株価 1,903円（26.7/22終値）

年初来高値 8,760円（26.1/16）
1,712円（26.7/17）
1,119億円

年初来安値

時価総額

ＰＥＲ 18.6倍 配当利回り 1.31%
ＰＢＲ 2.84倍

1,900億円
30億円
75億円
60億円

3.9%増 
─
─
─ 

2027年3月期 連結業績 前期比

新
中
計
で
掲
げ
る
４
つ
の
収
益
エ
ン
ジ
ン

５
つ
の
成
長
ド
ラ
イ
バ
ー

▲インドネシア地熱発電プラント

成
長
ド
ラ
イ
バ
ー
の
一
角

重
要
鉱
物

技
術
・
事
業
開
発
本
部
が

新
領
域
を
開
拓

東洋エンジニアリング（6330）


